
電動車いす体験搭乗コーナー
先ずは乗って安全と操作性を確かめましょう

と き  平成 31年 5月 26日（日） 
ところ 南東北総合卸センター 

（卸団地ビックリ市会場）

(目 的） 「健康寿命への先取り」と「暮らしを楽しく生活空間を広げる」ため、電動車
いすの効用と操作性を確かめていただくことを目的とする。

(実施主体)  プライムケアイースト株式会社、プライムケア福島
(協賛団体)  株式会社スズキ自販福島
(会  場) 第 36回卸団地びっくり市【郡山市喜久田町卸１丁目１－１】
(PR主眼)  期待される効果+利用者の声＝認知症予防などその具体例を訴える。

期待される効果 利用者の声

（試乗案内）

1回目    9時 00分～11時 30分まで
2回目 12時 30分～14時 00分まで
※バッテリーの関係上、時間で打ち切りとし、充電作業に入る。

(準備品) セニアカー 2台、 ＷＩＬＬ 1台 、ＰＲ用のぼり旗
(展示品) 車いす、歩行器、杖 シルバーカー 他
(頒布品) 会社案内、各種カタログ
(担当者)  (株)スズキ自販（大竹隆雄）  プライムケア（佐藤英雄外）
(安全対策）１ 試乗エリアと一般通行エリアをポールなどで区分けする。

２ 試乗中は随伴行動する。

３ 試乗は大人を原則とする。但し、親の安全管理の基で体験したい旨の申出

があった場合は、個別毎に可否判断を行うものとする。

４ 雨天の場合は中止とする。

閉じこもりの防止

外部との交流

生活意欲の向上

安全な外出

行動範囲の拡大

一人での外出が可能

家族の介護負担の軽減

歩く機会が増えた

外出が楽しくなった

外出時の移動が楽になった

ストレスがなくなった

生活に張りができた

体力負担が減った

気持ちが若返った



  平成３０年１０月の開催会場風景を撮影する。


